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第１章 調査の概要 

 

１．調査の目的 

 
住生活総合調査は、全国の普通世帯の住宅及びその周りの住環境に対する評価、住生活

改善計画の有無と内容、住宅建設又は住替えの実態等を把握することにより、住宅政策の

基礎資料を得ることを目的とする。 
 

２．調査の対象 

 
 国土交通省が行う平成 30 年住生活総合調査と同じ調査世帯（平成 30 年住宅・土地統計

調査の調査対象世帯のうち普通世帯から無作為に抽出した世帯）とした。 
 

３．調査の時期 

 
平成 30年 12月１日現在の状況をもって実施した。 

 

４．調査項目 

 
Ⅰ 現在の住宅と、住宅のまわりの環境の評価について 

・住宅及び住環境の総合評価（満足度） 【問１(ア)】 
・住宅の評価（満足度） 【問１(イ)】 
・住環境の評価（満足度） 【問１(ウ)】 
・住宅の要素別評価（満足度） 【問１(エ)】 
・住環境の要素別評価（満足度） 【問１(オ)】 
・住宅及び住環境の重要と思うもの【問１(カ)】 
Ⅱ 現在のお住まい、以前のお住まいについて 

・住み替えの目的・理由【問２】 
（住み替えをしたことがある者に対して） 
・住み替えに要した費用【問３(ア)】 
・住み替え前の住宅の居住期間【問３(イ)】 
・住み替え前の住宅の床面積【問３(ウ)】 
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Ⅲ 今後のお住まい方について 

・現在の住宅への継続居住意向【問４】 
（住み替えの意向がある者に対して） 
・住み替えの目的【問５(ア)】 
・住み替えの実現の時期【問５(イ)】 
・住み替えの内容【問５(ウ)】 
・住み替えの実現上の課題【問５(エ)】 
（住み替えの意向がない者に対して） 
・住み続けたい理由【問６(ア)】 
・住み続けた住宅が不要になった時の活用・処分等の見込み【問６(イ)】 
（持ち家に居住する者に対して） 
・今後のリフォーム・建て替えの意向【問７】 
（リフォーム・建て替えの意向がある者に対して） 
・リフォーム・建て替えの目的【問８(ア)】 
・リフォーム・建て替えの実現の時期【問８(イ)】 
・リフォーム・建て替えの内容【問８(ウ)】 
・リフォーム・建て替えの実現上の課題【問８(エ)】 
Ⅳ 子どもとの住まい方について 

・高齢期における子との住まい方【問９】 
Ⅴ 住居費について 

・家賃や住宅ローン返済等の住居費負担についての負担感【問１０】 
（住宅ローン・リフォームローンを返済している者に対して） 
・毎月返済額、ボーナス返済額（年間） 【問１１】 
Ⅵ 要支援・要介護認定について 

・介護認定の有無と度合い【問１２】 
Ⅶ 住宅の維持管理について 

（持ち家に居住する者に対して） 
・点検等の依頼先【問１３(ア)】 
（共同住宅・長屋建に居住する者に対して） 
・毎月の管理費等【問１３(イ)】 
Ⅷ 住宅の相続について 

・将来、住宅を相続する可能性【問１４】 
（将来、住宅を相続する可能性ある者に対して）※最大３住宅目まで回答可 
・将来相続する可能性がある住宅の建て方【問１５①】 
・将来相続する可能性がある住宅から現住居までの所要時間【問１５②】 
・将来相続する可能性がある住宅の公共交通機関との距離【問１５③】 
・将来相続する可能性がある住宅の建築時期【問１５④】 
・将来相続する可能性がある住宅の活用意向【問１５⑤】  
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５．調査の方法 

 
 本調査は、次に掲げる方法によって行われた。 
 
（１）調査の流れ 

 平成 30年住生活総合調査は、国（国土交通省住宅局）－民間事業者－世帯の流れによっ

て行った。 

 
（２）調査の実施 

 調査員は平成 30年 11月 24日から平成 30年 11月 30日までの間に、調査区内の抽出さ

れた調査対象世帯に調査票等のポスティングを行った。 

また、調査票は郵送またはオンラインで受け付け、事務局が調査に関する問い合わせ対応

を行った。 

 

６．調査票の回収 

 
 本調査の対象世帯数、回収世帯数及び集計世帯数は、次のとおりである。 
・対象世帯数：1,663世帯（調査票を配布できた世帯） 
・回収世帯数：585世帯（回収率 35.2％） 
・集計世帯数：564世帯（平成 30年住宅・土地統計調査結果データと結合できた世帯） 
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